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工
事
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
報
告
（
第
二
回
） 

災
害
対
策
安
全
委
員
会 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日
、
災
害
対
策
安
全
委
員
会
に
よ
る
年
度
末
工
事
現
場
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。 

   

（
三
）
工
事
件
名
：
路
面
補
修
工
事
（
三
十
西
の
八
）
及
び
栃 

谷
橋
外
二
橋
補
修
工
事 

進
捗
率
八
〇
％ 

工
事
場
所
：
青
梅
市
黒
沢
三
丁
目
地
内
外
箇
所 

請
負
金
額
：
五
八
，
五
三
六
千
円 

施
工
業
者
：
株
式
会
社
多
摩
組 

傷
ん
だ
舗
装
を
な
お
す
工
事
で
あ
り
、
片
側
交
互
通
行
を
約 

八
十
ｍ
設
置
し
て
い
る
状
況
の
中
、
交
通
誘
導
員
は
適
切
に
配 

置
さ
れ
、
舗
装
工
事
特
有
で
あ
る
建
設
機
械
の
往
来
な
ど
、
重 

機
オ
ペ
レ
ー
タ
と
作
業
員
さ
ら
に
は
交
通
誘
導
員
と
の
合
図
や 

指
差
し
呼
称
な
ど
確
認
出
来
、
挟
ま
れ
巻
き
込
ま
れ
や
第
三
者 

事
故
対
策
が
し
っ
か
り
な
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

  (

四)

工
事
件
名
：
青
梅
市
河
辺
町
一
丁
目
地
区
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
（
そ
の
三
） 

 

進
捗
率
五
十
％ 

工
事
場
所
：
青
梅
市
河
辺
町
一
丁
目
地
内 

請
負
金
額
：
八
千
二
百
五
十
一
万
四
百
四
十
三
円 

施
工
業
者
：
東
京
機
工
土
木
株
式
会
社 

 

河
川
に
お
け
る
法
面
の
安
定
化
工
事
で
あ
り
、
パ 

ト
ロ
ー
ル
訪
問
時
は
ラ
フ
テ
レ
ー
ン
ク
レ
ー
ン
六
十 

ｔ
級
に
よ
る
足
場
材
の
搬
入
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

玉
掛
け
者
、
ク
レ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
と
の
合
図
は 

大
き
く
表
現
さ
れ
。
つ
り
荷
の
バ
ラ
ン
ス
は
安
定
が 

図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
施
工
ヤ
ー
ド
の
モ
ル
タ
ル
吹
付
プ
ラ
ン
ト 

に
は
飛
散
防
止
シ
ー
ト
が
掛
け
ら
れ
、
第
三
者
対
策 

も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
年
度
末
の
大
変 

お
忙
し
い
中
、
工
事
現
場
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
ご
協 

力
い
た
だ
き
ま
し
た
現
場
所
長
様
方
に
改
め
て
感
謝 

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
現
場
が
ど
う
か
無 

事
故
で
竣
工
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し 

ま
す
。 

  

 

 

建
設
業 

施
工
管
理
技
士 

資
格
取
得
イ
ン
タ
ビ
ュ
― 

 
 

広
報
委
員
会 

 

受
験
者
① 

・
所
属
会
社 

 

熊
谷
建
設
株
式
会
社 

・
氏 

名 
 
 

村
内 

清
二 

・
年 

齢 
 
 

四
十
歳 

・
今
回
取
得
資
格 

一
級
土
木
施
工
管
理
技
士 

・
得
意
業
務 

 

土
木
施
工
管
理 

・
資
格
取
得
の
た
め
に
行
っ
た
勉
強
方
法
、
試 

験
時
に
苦
労
し
た
点
は 

学
科
試
験
は
、
ひ
た
す
ら
過
去
問
を
解
い
て

い
ま
し
た
。 

専
門
土
木
に
つ
い
て
は
、
日
建
学
院
様
の
ア

ド
バ
イ
ス
で
広
く
勉
強
し
ま
し
た
。 

実
地
試
験
は
、
過
去
問
を
ひ
た
す
ら
書
い
て 

覚
え
ま
し
た
。
経
験
記
述
は
、
最
初
何
を
書
い 

て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
上
司
の 

ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
、
文
章
作
成
を
し
て
、 

確
認
し
て
頂
き
訂
正
し
た
も
の
を
日
建
学
院
様 

   

へ
提
出
し
、
添
削
指
導
を
頂
い
た
こ
と
を
軸 

に
、
自
分
な
り
の
文
章
を
作
成
す
る
こ
と
が
出 

来
た
の
が
合
格
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ま
す
。 

・
資
格
取
得
に
伴
う
こ
れ
か
ら
の
建
設
業
務
に

対
す
る
意
気
込
み
、
又
は
抱
負
は 

一
級
土
木
施
工
管
理
技
士
と
い
う
資
格
に 

は
、
自
分
の
中
で
は
、
雲
の
上
に
あ
る
よ
う
な

資
格
で
し
た
。
そ
れ
を
取
得
で
き
た
こ
と
は
、

夢
の
よ
う
な
出
来
事
で
し
た
。
資
格
取
得
し
た

こ
と
だ
け
で
、
慢
心
せ
ず
、
常
に
不
明
な
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
納
得
す
る
ま
で
確
認
し
、
自
分

の
知
識
、
経
験
を
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
常
に
一
緒
に
働
く
仲
間
が
笑
顔
で
、
一
緒

に
仕
事
を
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
施
工
管
理

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

  

受
験
者
② 

・
所
属
会
社 

 

岩
浪
建
設
株
式
会
社 

・
氏 

名 
 

 

大
谷 

宗
平 

・
年 

齢 
 

 

二
十
六
歳 

・
今
回
取
得
資
格 

二
級
土
木
施
工
管
理
技
士 

・
得
意
業
務 

原
価
管
理 

 

・
資
格
取
得
の
た
め
に
行
っ
た
勉
強
方
法
、
試
験
時

に
苦
労
し
た
点
は 

私
が
資
格
取
得
の
為
に
行
っ
た
勉
強
方
法
は
、
日

建
学
院
の
指
導
に
従
い
テ
キ
ス
ト
の
学
習
、
問
題
集

の
中
で
も
、
自
身
一
番
苦
手
と
意
識
し
て
い
る
項
目

の
復
習
、
読
み
直
し
で
す
。 

試
験
時
に
お
い
て
苦
労
し
た
点
は
、
経
験
記
述 

の
問
題
を
解
答
す
る
際
に
試
験
前
に
準
備
し
て 

暗
記
確
認
し
直
し
た
内
容
を
思
い
出
せ
な
い
ほ 

ど
緊
張
し
た
こ
と
で
す
。 

・
資
格
取
得
に
伴
う
こ
れ
か
ら
の
建
設
業
務
に
対
す

る
意
気
込
み
、
又
は
抱
負
は 

こ
れ
か
ら
の
業
務
に
対
す
る
意
気
込
み
と
し 

て
、
施
工
管
理
技
士
の
資
格
を
取
得
し
た
か
ら
に

は
、
会
社
に
た
い
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
仕
事
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

組合員アンケート結果（３回） 広報委員会 
 

 毎回好評のアンケート結果。今回は社員年齢構成について発表い

たします。 

各社 10 代から 10 才おきに 70 代まででアンケートの回答を頂き

ました。 

内訳は、  10 代･･･2 人（男女） 0.3％ 

     20 代･･･74 人（男女）11.3％ 

  30 代･･･124 人（男女）18.9％ 

  40 代･･･212 人（男女）32.3％ 

  50 代･･･140 人（男女）21.3％ 

                 （２面につづく） 
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こ 

 ３ 月 事 業 報 告  

１１日 事業委員会 

１２日 広報委員会 ２９６号編集発行 

１５日 災害対策安全委員会 

１８日 総務委員会 

２０日 理事会 

２９日 西建協若手経営者の会 役員会 

  ４ 月 事 業 計 画  

９日 広報委員会 ２９７号編集発行 

１２日 事業委員会 

１２日 災害対策安全委員会 

１５日 総務委員会 

１７日 理事会 

２４日 西建協若手経営者の会 役員会 

……第５３回通常総会開催…… 

日時 ５月２２日(水) １６時３０分 

会場 青梅市福祉センター ３階うめの間  

 

 
 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 
受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 

<青梅校 2019 年度開講講座〉 

◎１級土木施工管理技士実地コース  毎週 月・水 

講義日程 ７月中旬～１０月下旬  18：40～ 

◎給水装置工事主任技術者講座    毎週 火・木 

講義日程 ７月下旬～１０月中旬 18：40～ 

◎２級土木施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ６月下旬～１０月中旬 18：30～ 

◎宅地建物取引主任者本科コース   毎週 水 

講義日程 ３月中旬～１０月中旬 

◎２級建築施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ８月中旬～１１月上旬 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校を

開講（１０年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡を  

お待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協）  0428-22-6245 石川 

    日建立川校 担当：澤田 080-9349-3870 
 

 

 

 

◇ あ と が き ◇ 

暖かい日々が続き過ごしやすい季節になってまいりま

した。 

平成も残りわずかとなり、新しい元号が令和に替わり

ます。皆さんにとって平成の３０年間は、いろいろな思

いがある３０年間だったのではないのでしょうか？ 

今年は、天皇の即位の日５月１日が祝日となり、祝日

法により４月２９日の「昭和の日」、５月１日の「天皇即

位の日」、５月３日の「憲法記念日」に挟まれた４月３０

日と５月２日も祝日になります。 

４月２７日の土曜日を合わせると、ゴールデンウィー

クが１０連休になるそうです。大型連休になると困る人

もいるかと思いますが、これを機会に繁忙期の疲れた体

を、癒してはいかがでしょうか。 

広報委員会  

0

50

100

150

200

 

平成３０年７月 西日本豪雨災害義援金のご報告 

 当組合では、災害復興支援活動として各種行事を開催しておりま

す。その一環として、この度平成３０年７月に発生いたしました西

日本豪雨災害に対し当組合との交流ございます、一般社団法人広島

県建設工業協会様へ豪雨災害お見舞金を３月１１日にお送りいたし

ましたことをご報告させて頂きます。 

組合員並びにこの度の活動にご賛同いただきました皆様に感謝申

し上げるとともに今後ともご指導ご鞭撻をよろしくお願い致しま

す。 

お見舞い金額 ￥１１８，４３４円 

（あきる野夏祭り参加等、組合行事活動にて募金募りました） 

 

 

 

                       

 （１面より） 

60 代･･･85 人（男女）12.9％ 

    70 代･･･20 人（男女） 3.0％ となっており、 

平均年齢は 46.4 才です。 

 産業別調査（平成３０年）によると全産業では男性平均 43.3

才、女性平均 41.1 才となっており、一番平均年齢の低い産業

は情報通信業の男性平均 40.6 才、女性平均 37.2 才です。一

番平均年齢の高い産業は鉱業･砕石業･砂利採取業の男性 47.5

才、女性平均 44.4 才です。建設業は男性平均 44.9 才、女性

平均 44.4 才です。 

現在の日本では急速な高齢化と少子化が同時にすすんでいま

すので、平均年齢は年々上がり続けているようです。どの産

業においても次世代の若い力が企業の存続に左右されるのは

間違いないと考えられます。 

  
 １０連休お出かけ情報  

工事現場で、はたらく車が日本科学未来館に大集合 

   ２０１９．２．２８（金）～５．１９(日) 

   東京・お台場 日本科学未来館 

 

油圧ショベルやブルドーザ、ホイールローダや最新の四脚クローラ式

双腕型コンセプトマシンなど、本物の重機が迫力いっぱいに並びます。 

さらに、大型重機に使われている巨大な部品や貴重な工事映像なども

展示。普段は立ち入り禁止の重機の現場にもぐりこみ、工事現場に秘

められた人類の知恵や熱意、重機の力が文明の発展に与えた影響、重

機の仕組みなどを、科学的に“掘り”さげましょう！ 

 


